




要約:胎児の神経組織の発達に重要な働きを持つω3、ω6 シリーズの多価不飽和脂肪酸の

母乳中含量を調べるため、母乳の脂肪酸分析を行い、未熟児を産んだ母親の母乳(以後未

熟児母乳と略す)と成熟児を産んだ母の母乳(成熟児乳と略す)とについて比較検討した。

その結果、飽和脂肪酸は成熟児母乳が未熟児母乳より多く、多価不飽和脂肪酸は未熟児母

乳に多い傾向にあった。また、ω3 脂肪酸の総和は出生後 3-5 日を除く泌乳期において、

ω6脂肪酸の総和は全泌乳期を通してそれぞれ未熟児母乳に多かった。ω3、ω6の比率は

未熟児母乳、成熟児母乳とも全泌乳期を通してほぼ一定の値であった。


